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   議事日程第３号       第２回定例会 

   平成３０年６月４日（月）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○内藤 明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○内藤 明議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 一般質問通告書   

 平成３０年６月４日（月）                        （第２回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

８ さくらんぼ振興に

ついて 

（１）さくらんぼ重点品種について 

（２）紅秀峰の振興について 

（３）新品種山形Ｃ１２号の振興の方向

性について 

（４）さくらんぼのトップセールスにつ

いて 

（５）国際チェリーパークについて 

３番 

佐 藤 耕 治 

市 長 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

除雪対策全般につ

いて 

 

 

 

 

（１）平成２９年度の本市の積雪量・除

雪・被害等の状況について 

（２）幸生・田代地区における特別豪雪

地帯の指定について 

（３）ＧＰＳ搭載除雪車の効果と今後に

ついて 

１５番 

木 村 寿太郎 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

中学校運動部部活

動の指導について 

（４）市民から要望の高い「間口除雪」

について 

（５）白岩・高松・醍醐地区における排

雪場所について 

（１）市内の中学校に配置される部活動

指導員について 

（２）県内他市町村の進捗状況について 

（３）中学校運動部における生徒数の割

合と部活動の種類について 

（４）中学校生徒が望む部活動の傾向に

ついて 

（５）担当制教職員における競技経験者

の割合について 

（６）新指導者の選定方法・部活動の指

導法・待遇について 

（７）担当制教職員と外部指導者の位置

付け・役割分担・責任などの度合い

について 

（８）少子化における部活動の在り方に

ついて 

 

 

 

 

教 育 長 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

再生可能エネルギ

ーについて 

公文書の保管につ

いて 

寒河江マザーズ支

援拠点整備事業に

ついて 

 

（１）太陽光発電の普及状況ついて 

（２）新設された補助金の課題について 

（１）現在の保管状況について 

（２）デジタル保存の取り組みについて 

（１）なか保育所の特徴とアピールポイ

ントについて 

（２）現在のなか保育所の跡地利用の進

捗状況について 

１６番 

柏 倉 信 一 

市 長 

 

市 長 

 

市 長 

 

 

 

佐藤耕治議員の質問 

 

○内藤 明議長 通告番号８番について、３番佐

藤耕治議員。 

○佐藤耕治議員 おはようございます。 

  寒政・公明クラブの佐藤耕治です。連日の猛

暑、大変執行部の皆さん、御苦労さまでござい

ます。また、議員の皆さんも、６月議会が始ま

るということで大変スケジュールがお忙しいと

ころ、本当にお疲れさまでございます。一般質

問２日目、よろしくお願いいたしたいと思いま

す。 

  先日、初日の工藤議員、渡邉議員ともちょっ

とテーマがかぶっているところもありますけれ

ども、重複しないようにしたいと思いますので、
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よろしくお願い申しあげます。 

  ６月議会はさくらんぼ議会と銘を打ち、また

「さくらんぼと歴史が育む スマイルシティ 

寒河江」や「さくらんぼの里さがえ」と、「紅

秀峰とつや姫の里」さらに「チェリーランドさ

がえ」など、さくらんぼ一色のまち寒河江であ

ります。これは言うまでもなく、さくらんぼ栽

培農家なしでは語れません。 

  早速、通告番号８番、さくらんぼ振興につい

てお伺いいたします。 

  現在、さくらんぼの栽培されている品種は佐

藤錦、紅秀峰、紅さやか、紅ゆたか、紅てまり、

高砂、大将錦、南陽、正光錦、月山錦、ナポレ

オン、夕紅錦、高陽錦、レッドグローリー、セ

ネカなど、数多くの品種が栽培されております。

このことは、栽培のしやすさや受粉樹などでは

なく、商品価値として佐藤錦の食味の高さや、

佐藤錦以外の品種が低価格に推移していること

にあります。また、山形の販売戦略のキャッチ

フレーズとして、果物の王様佐藤錦として全国

各地にＰＲが展開されている実情にあります。 

  寒河江市のさくらんぼの重点品種についてお

伺いしたいと思います。佐藤錦は40年を超すブ

ランド品種であります。消費者人気ナンバーワ

ンの品種でもあります。寒河江市のさくらんぼ

の重点品種をどのように考えているのか、市長

にお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  佐藤耕治議員から、さくらんぼの振興につい

ての御質問がございますので、お答えをしたい

というふうに思います。 

  御指摘のとおり、寒河江市はこれまでもさく

らんぼにこだわったまちづくりを進めているわ

けでありますけれども、当然のことながらさく

らんぼの生産振興を農業の大きな柱の一つに取

り組んできているわけであります。御案内のと

おり、佐藤錦につきましては、首都圏までの生

食での流通が可能となった昭和50年代、当時他

の品種と比較した際の食味のよさ、それから樹

勢もよく、着生も多い特性があるわけでありま

すし、また寒暖差のさくらんぼ栽培に適した寒

河江の風土、それから昭和40年代後半からの減

反政策、さらには雨よけハウスの開発などによ

る高品質化など、さまざまな要因によって栽培

面積が拡大をしている今日まで至っているのか

なというふうに思います。そういう意味では、

御指摘のとおり40年以上変わらず消費者の皆さ

んからの人気、知名度といったものがあります。

そういう意味で、寒河江市産のさくらんぼの主

力になっているわけであります。 

  他方、消費者ニーズ、大変多様化しているわ

けでありますし、農産物全体にしてみれば、そ

ういう消費者ニーズに応えるような品種改良あ

るいは新たな伝統的な作物などについての新た

な掘り起こしなども進んで、全国各地でさまざ

まな新たなブランド農産物の開発が進められて

いるという状況にあろうかというふうに思いま

す。 

  特に、さくらんぼのような果樹にあっては、

実際に出荷するまで多くの手間暇がかかる、も

ちろん施設整備もかかると、こういうことであ

ります。 

  そういった意味で、御質問にあります寒河江

のさくらんぼの重点品種は何かと、こういう御

質問でありますけれども、今後のという意味で

あるとすれば、このような環境の中で将来を見

据えて、市として重点的な支援やブランド化な

どの振興を図っていくための品種ということに

なりますので、我々としてはこれまでの佐藤錦

のような、食味が良好でさらには一般の消費者

からも高い評価を得られて、生産者の栽培意欲

を満たすような大変魅力ある品種が寒河江市の

将来の農業の発展につながっていく、そういう

品種であろうというふうに思っているところで

あります。 
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  ちょっと長くなりましたが、そういう意味で

は寒河江市がこれまで面積の拡大とブランド化

に取り組んでいる紅秀峰については、まさに重

点品種として現在進行形で取り組んでいるもの

というふうに考えているところでございます。

御案内のとおり、紅秀峰、食味のよさに加えて、

寒河江の園芸試験場で生まれた品種ということ

もあって、本市のこれからの農業振興の柱とな

る品種の一つであるというふうに思っていると

ころでございます。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 答弁ありがとうございました。 

  紅秀峰も本当に寒河江の顔になってきている

ということも、平成に入って間もなく開発がさ

れて、今なお栽培している方々がいらっしゃい

ますが、本当にこの紅秀峰をこれから推進して

いくためにも、本当にＰＲも大切でありますけ

れども、この紅秀峰の振興についてお伺いした

いと思っているところであります。 

  紅秀峰の面積拡大には、まだまだ道半ばであ

ります。苗木への補助や育成費、雨よけハウス

部材への補助金支援が行われてきておりますが、

事業を加速させるには、これまでのハウス部材

に加え、建設費用を含む支援が必要ではないで

しょうか。一般建築物では、材料代、建設費が

別々に分かれている事業はありません。これま

では、農家みずからがハウス建設をしており、

現在は農家の規模拡大により生産管理作業に追

われ、さらに高齢化によりハウス建設ができな

い状況下にあります。普及拡大には、建設費を

対象にすることで事業が加速すると考えますが、

このことについて市長の御所見をお伺いいたし

ます。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 面積を拡大していく方策という

のはどういう方法があるかということを考えて

いく場合に、基本的にはやっぱり単価が高い、

紅秀峰は佐藤錦よりずっと単価が高いというこ

とであれば、農家の人はいっぱいつくると思い

ます。そうなっていないわけですね。ですから、

そこがなっていないのが、その甘んじてそれを

甘受するということだけではいかんと思います。

値段を高くするような販売戦略を、農業団体あ

たりがもっと真剣に取り組むというのが第一義

的だというふうに思います。 

  今はそういうふうになっていないので、やは

り面積が拡大しないというのが一因だというふ

うにも佐藤議員も思われているというふうに思

いますが、そういう中でどういうふうにして寒

河江のブランドの紅秀峰を拡大していくかとい

うと、一つは市のこれは単独の補助事業という

ふうになるわけでありますけれども、紅秀峰の

里ブランド推進事業として、これまでも苗木購

入補助を活用いただき、植栽された方が苗木の

成長に合わせて、後年、後に出荷時の品質確保

のために必要となる雨よけハウスの整備などに

ついて補助をさせていただいているところであ

りますが、現在はこの制度では、農家の方みず

からが資材を購入して組み立てる、設置をする

という前提に、この制度の設計をしているわけ

でありますが、御指摘のように制度と実態がず

れているのではないかというような御指摘であ

りますので、我々としては今後御自身で組み立

てをする場合、あるいは委託して行う場合など

の支援のバランスなどを考慮していく必要があ

るのではないかというふうに考えておりますの

で、これから制度の見直しについて調査させて

いただいて検討していきたいというふうに考え

ております。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 苗木の購入関係で、一年生の苗

木と大苗が普及されまして、ことし、来年、再

来年と３年間ほど雨よけハウスを希望する方が、

大苗購入の方々がふえてくると思いますので、

ぜひ検討をお願いし、そしてより早く生産量拡

大につなげていっていただきたいと思っている
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ところであります。 

  続いて、新品種山形Ｃ12号の振興の方向性に

ついてお伺いしたいと思います。 

  県が開発しました山形Ｃ12号については、農

家の皆さんは困惑しながら苗木を希望されてい

る方々が多数占めております。県の農林水産部

では、山形Ｃ12号のブランドに向けた生産振興

の方向性が出されており、導入の基本的な考え

方として次のようなものが挙げられております。 

  １つに、品種構成が佐藤錦に偏重しているこ

とから、結実の多い年には収穫がおくれ、品質

が低下するとの課題が生じているため、佐藤錦

から山形Ｃ12号への改植を進めていく。 

  ２つに、佐藤錦からＣ12号への改植を進める

ことで、生産面では収穫期の労力配分に加え、

大玉であることによる収穫・出荷調整作業の省

力化につなげていく。 

  ３つに、Ｃ12号を導入することで、販売面で

は大玉果実の出荷割合の増加による収益性の向

上、輸出による販売拡大につなげていく。 

  ４つに、導入は生産者登録制とし、意欲ある

生産者を中心に導入を進め、技術的なフォロー

アップを図りながら、大玉果実の生産を着実に

進め、早期のブランド確立を目指していく、と

あります。 

  また、目標とする普及面積では、紅秀峰の初

年度の苗木供給本数の４倍に相当する7,000本

程度を供給し、スピード感を持って計画的に生

産を拡大し、ブランド化を進める。さらに、具

体的な普及面積目標は、２年目以降の苗木の導

入状況や、市場等における果実の販売動向を踏

まえながら設定していく、と出されております。 

  市長に、このことについてどのように考えて

いるのかお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 県におきます山形Ｃ12号の導入

の基本的な考え方については、ただいま佐藤議

員からも御指摘ありましたが、山形Ｃ12号、果

実が３Ｌから４Ｌ中心の大玉である、それから

艶があって着色が良好だ、それから食味は糖度

が20度以上で佐藤錦並みで、酸味が少なくすっ

きりとした甘さである、果肉がかたく日持ち性

にすぐれる、それから収穫時期は佐藤錦と紅秀

峰の間となる６月下旬から７月上旬というよう

な特徴があるというふうに聞いているところで

ございます。 

  寒河江市におきましても、これまで紅秀峰の

栽培拡大面積に取り組んでまいりましたが、御

指摘のとおりなかなか面積がふえていかないと

いう状況で、多くを佐藤錦が占めているのが現

状であるわけでございます。そういった中で、

去年あるいはおととしあたりは、結果的に豊作

であったということでありますので、収穫時期

の後半におきましては佐藤錦はうるみの発生な

どで品質低下したり、あるいは収穫できずにも

ぎ残しをしてしまうというような課題があった

わけでございます。さくらんぼは収穫の適期が

短い、それから作業が短期間に集中して、作業

従事者の確保といった面に大きな課題を抱えて

いるところでございます。そういった中で、こ

の山形Ｃ12号が佐藤錦から改植が進んでいくと

いうことになれば、作業の平準化あるいは人手、

雇用期間が延びるというようなことから、これ

らの課題の一部は解決に向かうのではないかと

いうようなことが期待されているところでござ

います。 

  しかしながら、この品質については、先日の

工藤議員の御質問にもお答えしましたとおり、

まだ実際に食した方が極めて少ないのではない

かというふうに思っているところでございます。

話題が先行している部分があろうかというふう

に思いますし、農業全体でありますけれども、

農家の方の高齢化というものもありますから、

この高齢の生産者の方が10年スパンでその果樹

の改植が果たして取り組めるのかといった点も

当然疑問になってくるというふうなところもあ
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ろうかというふうに思います。 

  県のほうでは、このブランド化プロジェクト

会議の取り組みを進めるということであります

から、そしてこの新聞記事なども見ると、試食

会なども開くということでありますから、試食

会をするということは６月中にそういうことは

多分やられるんだというふうに思いますから、

そういう取り組みの状況なども注視をさせてい

ただいた上で、生産者の皆さんとも十分情報交

換、意見交換をさせていただいて、適切な対応

を見きわめていくということが必要なのではな

いかというふうに考えております。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 Ｃ12号につきましては、本当に

まだ海のものとも山のものとも言えないような、

それで食されていない状況下の中で、これが本

当に一番いいんだということが、２番目ではど

うかという問題ではありませんが、本当に方向

性を見るために、本当にこれまで県で推奨して

きたさまざまな品種の中で、現在も日の目を浴

びている品種、佐藤錦や紅秀峰、紅さやかなど

があります。またそうでない品種が幾つか挙げ

られます。新品種の取り組みには、収穫までの

育成年数と、雨よけハウス費用に10アール当た

り約現在200万円を超す費用がかかり、助成率

５割でも100万円程度自己負担がかかる必要と

なります。さらに、植栽してから５年、７年、

10年後の販売単価の不安要素が大きく左右され

ることに危機感を持っている生産者は少なくあ

りません。佐藤錦の知名度を上回るＰＲと、労

働力確保が重要であると私は考えております。 

  そこで、新品種山形Ｃ12号の将来を見据えて

の寒河江市の方向性をお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 佐藤議員からもありましたが、

さくらんぼについても新品種が数多く出ている

わけでありますが、なかなか佐藤錦を超える評

価が得られていない品種が多々あるわけであり

ます。そういう果たしてそれと違う山形Ｃ12号

の品種なのかどうかということが、まだまだ見

定めることができないというのが現状かという

ふうに思いますし、そこが一つの生産者の方に

二の足を踏ませている要因にもなるのかなとい

うふうに思います。 

  また、先ほどありましたが、改植、新植した

場合、一定期間収入が途絶えるというようなリ

スクが生じる懸念がありますので、そういう意

味ではやっぱり慎重にならざるを得ないという

ようなところでございます。 

  県のほうでは、感覚的に思うと、つや姫の成

功例が頭の中にあって、そういうその手法を同

じようにＣ12号にも適用しようというような思

惑というんですか、考え方があるんだというふ

うに思います。それは悪いことではないとは思

いますが、ただつや姫と違うのは、さくらんぼ

の場合は、つや姫はいっぱいライバルが全国に

おるわけですけれども、はっきり申しあげると

さくらんぼは山形県以外は今のところ大きなラ

イバルはいないというところが、ちょっとやっ

ぱりその辺とブランド化戦略の展開が、本当は

違ってもいいのかなというところがしないでも

ないという個人的な考えがありますが、ただや

っぱりほかの県でも、あるいはアメリカンチェ

リーなどもありますから、年々そういった県外

産、外国産、力をつけているというふうにも認

識をしておりますから、そういう意味で山形Ｃ

12号が佐藤錦、紅秀峰のように農家の皆様に納

得していただける品種であるかは十分見きわめ

る必要があろうとは思いますけれども、また一

方で時期を失することがないように、寒河江の

取り組みの方向性といったものを迅速に検討し

ていく必要があるというふうに認識をしており

ます。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 なかなかＣ12号、私は食べたこ

とはございます。本当に役職柄、こういう議員
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以外でもちょっと役職を持っていますので、あ

りますが、本当に落葉果樹の場合、先ほども言

いましたように５年、７年、10年、本当に日の

目を浴びるのか、浴びないのかということから

すれば、本当に山形県のさくらんぼが今地球の

温暖化現象によりまして、20年後は産地が移行

すると言われております。その中でも、ブラン

ドをしっかり持っていくためには、本当にさま

ざまな課題を持たなくてはならないと思います、

目標も持たなくてはならないと思います。 

  私がＣ12号を考えるときに、これから検討し

ていく中で、答弁はいいんですけれども、私な

りに思うのは、栽培者の高齢化拡大によって、

生産拡大にまず問題がある。もう一つは、佐藤

錦を主力品質化というのは、皆さんことし多分

食べていただければ、それなりに感覚的にはわ

かると思います。問題となるのが、さくらんぼ

自体が収穫期間が紅さやかですと約１週間弱で

す。佐藤錦は、栽培によっては20日ぐらいもた

せることができます。それは、皆さん御存じの

ように、山辺町では７月中・下旬まで佐藤錦栽

培されていることです。一般的には、10日から

２週間が１品種の作物と言われておりますので、

労働力の競合が一般的にはこのうるみ果が出る

という症状からすれば、技術面の栽培ハードル

的なものを設けていかないと、高品質ブランド

化にはつながっていかないと思っておるところ

です。そしてまた、佐藤錦は結実が安定しない

ことから、結実の安定しにくい地域というもの

は寒河江市内にも幾つかあります。調べれば、

多分調査すれば農林課のほうでもわかると思い

ますので、その点を含めますと安定しにくい地

域への支援強化や、あとやる気のある方々への

団地化造成、やりたい人、10人か100人かはわ

かりませんけれども、その人で団地化を進める

という方法でブランド化を進める方法などが、

これから検討、計画していただければ幸いと思

っているところであります。 

  続きまして、さくらんぼのトップセールスに

ついてお伺いしたいと思います。 

  ６月１日よりさくらんぼ狩りがオープンされ

まして、６月９日から７月１日まで「さがえさ

くらんぼの祭典」が開催され、１年で一番交流

人口が期待される月でもあります。しかし、観

光客数は東日本震災から低迷していると聞いて

おります。観光客増加や販売強化にも、市長の

トップセールスを実施されていることに対して

も、大変敬意を示したいと思います。私も、栽

培者の１人として、この場をおかりしましてト

ップセールスありがとうございますとお礼を申

しあげます。 

  今後、さらに消費者ニーズに対応した攻めの

戦略が私は必要だと考えます。特に、これまで

トップセールスがされていない中国、四国、九

州地方へのイベント参加を実施することで、観

光客増加やさくらんぼ販売強化につながり、経

済効果が高まると私は考えますが、市長の御所

見をお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 さくらんぼのトップセールスに

ついては、さくらんぼの販売確保・拡大、販売

戦略の一環としてこれまでも実施をしているわ

けでありますけれども、ことしは去る４月26日

に、まずハウスさくらんぼのトップセールスを

東京の大田市場で実施をさせていただきました。

例年実施をしているところでございますが、今

後も今週になるんですか、６月７日に、これは

県知事をトップとしたオール山形体制で実施を

していくということにしておりますし、また６

月28日には紅秀峰のトップセールスを、西村山

１市４町で連携をしながら大田市場で実施をし

ていくというふうに予定をしているところでご

ざいます。 

  御指摘のとおり、東日本大震災発生に伴って、

平成23年度には11万5,000人まで観光さくらん

ぼ園の入り込み数は減りましたが、昨年は18万
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5,000人ということで、震災前の数字に近づい

ている状況になってございます。市といたしま

しても、こういった取り組みをさらに充実をし

ていく必要があるというようなところで、もち

ろんトップセールスも大事でありますけれども、

全国の各地でさくらんぼの種吹きとばし大会な

どを実施をさせていただいて、風評被害の払拭

に努めてきているところでございますし、これ

からもそういったところで一般消費者の方と向

き合ったＰＲ活動などもさらに充実をしていき

たいというふうに考えております。 

  これも今週ですけれども、６月６日には新た

なＰＲ活動の手法として、東京都内で開催のマ

ルシェイベントに出展をして、さくらんぼのＰ

Ｒ活動を実施する予定でございます。消費者の

反応、ニーズなどを探りながら、継続した実施

についても検討していきたいというふうに思っ

ております。 

  ただいまは、関西より西の地域でのトップセ

ールスの実施について御提案をいただきました

が、確かに大阪方面には毎年ある程度の量は寒

河江のさくらんぼは出回っているわけでありま

す。市としても、これまで10年ぐらいですか、

３年ぐらい前までトップセールスを大阪でも実

施をしてまいりましたが、実際その効果という

のをどういうふうに考えるかということであり

ますが、なかなか関西、大阪のほうは関東より

も値段がつきません。ですから、同じ品物を大

阪に持っていくよりは東京に持っていったほう

が値段が高いというのは現実ですね。農家の所

得のことを考えれば、東京のほうに持っていく

というのが普通の考え方だというふうに思いま

す。農協もそういうことをやっていかざるを得

ないというような、現実的にはそういうことで

あります。ですから、大阪のほうにも行って申

しあげているのは、やっぱりぜひ多くの品物を

持ってきていただきたいというならば、それな

りの値段をつけていただかないと、東京方面に

物が流れていくと。物が余っているわけではあ

りませんので、さくらんぼの場合は。ですから、

そういうことで農家の所得ということを考えて、

有利販売を展開しているというのが現状だとい

うふうに思います。 

  さがえ西村山農協によりますと、ことしから

九州の一部、熊本のほうですかね、少量ながら

販路を開拓したということでありますので、実

際さっきも申しましたけれども、出荷量との費

用対効果なんかも十分考慮させていただいた上

で、トップセールスなども実施していくかどう

かの可否を検討する必要があるというふうに考

えております。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 本当に費用対効果を考えると、

なかなか難しいところもあります。しかしなが

ら、私が考えるに、九州、四国でもそうですけ

れども、30万から100万人以上行われているイ

ベント、お祭りもありますけれども、かなり北

海道の夕張メロンを初めさまざまなものが販売

されている中で、バイヤーさんが山形に来てい

る方も、毎年ではなくて何十社も来ておりまし

て、さまざま物が少ないさくらんぼなりにこだ

わって販売をされている方もいらっしゃいます

ので、ぜひ来年高品質で高級なさくらんぼとし

て、これから四国、九州のほうにもデパート、

専門果実店を含めて検討していただければと思

っているところであります。 

  中でも、先ほど市長からもお話がありました

けれども、種とばしを含め、自分たちだけでや

るのではなくてトップセールスも大切ですけれ

ども、市民も一丸となってＰＲするということ

であれば、私は市民一人一人がセールスを展開

できるような仕掛けのようなものが大切かなと

思っております。その中でも、私が私なりに考

えますと、個人や団体が県外に訪れる際、おし

ゃれなさくらんぼのデザインがされた服などを

着用することで、さくらんぼのＰＲの一環とな
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ると私は考えております。例えば、夏であれば

Ｔシャツ、ポロシャツ、ズボン、秋にはトレー

ナー、ジャケット、ジャンパー、ネクタイ、ソ

ックスなどが挙げられます。有名デザイナーが

手がけるさくらんぼをモチーフにしたおしゃれ

な衣服を作成することで、愛用者がふえ、市民

のさくらんぼ全国展開が図られると私は考えま

すが、市長の御所見をお伺いしたいと思います。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市民の皆さんが、お一人お一人

草の根的にさくらんぼのセールスマンとなって、

本市のＰＲを自発的に行っていただけるという

ことは、理想的なプロモーションの一つの形で

あるというふうに思っております。そういうこ

とが実現できれば大変ありがたいことだなとい

うふうに思っているところであります。 

  有名デザイナーのシャツとかなんというと大

変でありますけれども、ただブローチつけるだ

けでも、この皆さんつけていらっしゃるブロー

チつけるだけでも、非常に県外に行ったときは

注目を集めますよね。山手線なんか、こういう

のをつけて歩いたりすると、それだけでも相当

ＰＲになるのではないかというふうにも思いま

す。 

  御案内のとおり、Ｔシャツのお話ありました

が、ここ最近毎年、職員がスーパークールビズ

ということで、チェリンとかさくらんぼをデザ

インしたＴシャツを着ております。去年からは、

その職員だけではなくて一般の方もそのＴシャ

ツを買えるようにしているわけです。これは、

寒河江の企業でありますグンゼさんにお願いを

して、地元の産品ということでそういうものを

つくらせていただいているところでありますし、

新たなグッズというわけではあまりせんが、チ

ェリンのグッズなどは、チェリンそのものがさ

くらんぼの妖精といっているわけですから、チ

ェリンのグッズがそのさくらんぼの宣伝になっ

ているわけですね。いろんな靴下とかＴシャツ

とかいろいろあるわけなので、そういったこと

を活用していくだけでも大変ＰＲになってくる

というふうにも思いますから、一般の方、消費

者の皆さんだけではなくて、生産者の方からも

そういったものを着用、利用していただければ

ありがたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

  また、そういうことと同時に、やっぱり今は

ネット社会ですので、ＳＮＳなどを活用して情

報が瞬く間に拡散をするというところでありま

すから、そういったエリアを使って寒河江のい

ろんなＰＲグッズなどが紹介できていくことに

なれば、もっともっと市民の皆さんが主体とな

ったＰＲということについても広がりを持って

いけるのではないかというふうに思います。そ

ういう意味では、行政の知恵だけではなくて、

民間の皆さんの知恵などもおかりして、これま

での取り組み以外の新たな取り組みなども提案

できればというふうに考えているところでござ

います。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 短いさくらんぼのシーズンでは

ありますけれども、１カ月足らずのやつを残り

11カ月、さくらんぼのブローチも結構ですけれ

ども、さまざまなことを身につけて県外に出て

いくような周知活動などを、団体を通じながら

私も努力したいと思っているところでもありま

す。 

  行政視察関係でも、シーズンを問わずブロー

チをつけている議員さんも何人かいらっしゃい

ますので、本当にその辺は市民にも訴えていき

たいなと思っているところでもあります。 

  続きまして、さくらんぼといえばチェリーラ

ンドが大変有名でして、チェリーランドの中で

も今回国際チェリーパークについてお尋ねした

いと思っているところであります。 

  チェリーランドさがえは、平成２年に建設さ

れ、平成４年にグランドオープンし、26年を経
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過しております。チェリーランド敷地西側にあ

る国際チェリーパーク内にある、世界12カ国の

108種類のさくらんぼ並木が130本植栽されてお

ります。当時は、観光客に大変好評であったと

聞いております。これからの観賞には、４月の

開花期や６月の着色期から食べごろまでの短い

期間だけでなく、通年にわたる実物の観賞がで

きる「日本一さくらんぼの里さがえ」の名のと

おり、将来に向けた新たな観光スポットが必要

と私は考えますが、市長の御所見をお伺いいた

します。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国際チェリーパークにつきまし

ては、御案内のとおり日本だけではなくて、ヨ

ーロッパ、アメリカ、中国など世界12カ国のさ

くらんぼが植栽をされている、全国でも唯一の

世界のさくらんぼ展示場ということでございま

す。オープン当時は、115品種222本が植栽をさ

れていたわけでありますけれども、木が大きく

なったための間伐、あるいは気象や土壌条件が

合わずに枯れてしまったなどもあるわけでござ

います。植栽した当初は、それぞれの品種に合

った剪定などの管理方法も、なかなかよくわか

らない。苦労されたようでありますが、現在は

大きく育って、６月のシーズンにはたわわに実

った世界のさくらんぼを、ここ１カ所で見るこ

とができるという施設になっているわけであり

ます。 

  そのほか、寒河江で栽培されている他の果樹

も植栽をして、リンゴ、ラ・フランスなど晩秋

まで特産の果実、果物をごらんいただける公園

として整備をしてきたわけでありますけれども、

実際はそのさくらんぼの実りの時期以外は、余

り園内に足を運ぶ方が大変少ないというのが現

状であろうかというふうに思います。 

  そういったことで、このたびチェリーランド

につきましては、他の議員の皆さんからの御質

問もありましたとおり、再整備計画というもの

を策定する予定にしておりますので、この国際

チェリーパークにつきましても、御指摘の点な

ども踏まえてより有効に、また長期間利用され

るような内容に再整備を進めていくための計画

を検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 本当にチェリーランドそのもの

は、河川公園も含めてですけれども、大変広い

面積がございます。その中でも、国際チェリー

パークは、本当に一番最初案を出してくださっ

た方にもちょっと私話をさせてもらったことも

ありまして、本当に当初は人気があってよかっ

たなと。私も四、五年間ぐらいは剪定作業もち

ょっと頼まれましてやったこともありますけれ

ども、先ほども私が言ったように、新しい感覚

ということからすると、私の考えるところでは、

その国際チェリーパーク敷地内にさくらんぼ施

設を活用した生育ごとに分けた施設を設置し、

さくらんぼの開花から着色期までを通年観賞で

きるようなおもてなしがどうでしょうかという

提案というものなんですけれども、このことは

現在の栽培マニュアルが裏づけております。 

  温室栽培マニュアルは、温室栽培歴30年以上

の栽培者の方々の御努力と、県の農業機関とと

もに栽培生育調査を行い、確立した技術であり

ます。現在、一般技術として栽培指針ともなっ

ております。このような施設は、温度、湿度、

土壌水分、休眠打破、日照量、受粉などを自動

制御設備にすることで、栽培が可能となります。

このような施設が存在することで、チェリーラ

ンドさがえの知名度が高まり、観光客増加にも

つながると私は考えますが、市長はどのように

思われるか、御所見をお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 佐藤議員からは、さくらんぼの

開花から着色期までを通年で見ることができる

施設をどうかと、こういう御提案でありますが、
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果樹栽培の専門家であられる佐藤議員の御提案

ですので、さくらんぼの栽培技術も大変進歩を

して、１年を通してさくらんぼを実らせること

が可能になっているというふうに認識をさせて

いただきたいというふうに思います。 

  御案内のとおり、生育の時期をずらすという

ことについては、過去に平成４年のべにばな国

体のときに、寒河江は剣道の競技場になりまし

たが、お越しをいただくお客様にさくらんぼを

ごらんいただこうということで、ポット栽培の

さくらんぼでの抑制栽培、秋に実らせていると

いうことで、当時の寒河江市農協が主体となっ

てこの取り組みをしていただいたわけでありま

すけれども、実際そのちょうど期間中に、赤く

実ったさくらんぼをごらんいただいたわけであ

りますけれども、それまでの苦労は大変なもの

があったというふうなこともお聞きをしている

ところでありますが、御提案のとおりに、通年

でさくらんぼをごらんいただくような技術、施

設も含め技術が可能であるということになれば、

それは大変大きな話題となって、観光客の誘客

にも大変つながるというふうにも思いますので、

今後我々としても再整備計画の策定の中で検討

させていただくというふうになろうかというふ

うに思いますが、いろいろそういう意味では

我々もあわせて一緒に研究をさせていただきた

いというふうに思います。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ぜひ前向きに検討してもらって、

よりよい、これまでにないチェリーランドさが

えになっていけばと私は思っておるところであ

ります。その中でも、本当にチェリーランドは、

道の駅といえばチェリーランドというふうに東

日本、東北、山形県でも大変知名度がある有名

な場所にもなっております。 

  しかしながら、全国の道の駅数は現在1,145

カ所ほどありまして、生き残りをかけながらさ

まざまな展開がされてきております。今後の、

チェリードームも老朽化しているわけでござい

ますので、さくらんぼに特化した建造物などが

私は望ましいのかなと思っているところでもあ

りますけれども、計画が進んでいるということ

でもありますけれども、チェリーランドさがえ

の構想的なものがあればお聞きしたいと思って

いるところでございます。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 チェリーランドにつきましては、

施設、建物、物販施設も含めてですけれども、

25年以上たっているということで、これまで道

の駅の草分け的な施設であったわけであります。

そういう意味では、生き残ってきた施設なのか

なというふうにも思いますが、これからも末永

く生き残っていく、あるいは道の駅の象徴とし

て繁盛していくための施設についてどうしてい

くかということを、やはり真剣に考える時期だ

ということでありますので、再整備計画、今検

討中でありますけれども、その中でいろいろ検

討していくことにさせていただきたいというふ

うに思いますが、いろいろ市民の皆さんとか議

会の皆さんなどからもいろいろ御提案をいただ

いて、そういう意味で、象徴的な施設として観

光誘客の拠点としての名にふさわしい施設に生

まれ変わるようにしてまいりたいというふうに

考えているところであります。 

○内藤 明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 この整備計画についても、さま

ざまな地域そして年代ごとにワークショップや

市民の声なども反映しながら、よりよい10年後、

20年後、30年後のチェリーランド構想を考えな

がら進めていっていただきたいと思っていると

ころでございます。 

  これで私の一般質問を終了させていただきま

す。本日はありがとうございました。 

 

木村寿太郎議員の質問 
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○内藤 明議長 通告番号９番、10番について、

15番木村寿太郎議員。 

○木村寿太郎議員 おはようございます。 

  私は１人会派でございますので、その名称が

創生寒河江の会と申します。多分皆さん初めて

お聞きになったかと思いますので、お見知りお

きをよろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、一般質問に入るわけでございます

けれども、ちょっと質問事項を見ると13項目ぐ

らいあって多くなるかと思うんですけれども、

はしょって頑張って１時間内に終わるようにし

たいと思いますので、市長、教育長にはよろし

くお願いしたいと思います。 

  その前に議長にお願い申しあげます。私、タ

ブレット、ちょっとまだ使いなれなくてこなせ

なくて、多分事務局にも途中でお願いするかな

というふうなことも、ハプニングもあると思い

ますので、よろしく御理解をお願いしたいと思

います。 

  それでは、第１問に入りますけれども、除雪

対策全般についてということでございますけれ

ども、先ほど佐藤議員もおっしゃったように、

毎日真夏日の中で何で雪のことを聞くのかと思

われるかもしれませんけれども、頑張ってやり

たいと思いますのでよろしくお願いしたいと思

います。 

  平成29年度の初雪は11月初旬であり、低温が

続き、そのまま根雪になってしまいました。市

の組織としては、豪雪対策本部ではなく豪雪対

策連絡本部でとどまりましたが、市内延べにす

ると市道342キロという長い距離での除雪であ

ります。その間、市内除雪協力会や関係機関と

本市の市職員、特に建設管理課職員の方々、そ

のほかに雪の窓口を担当されて苦情電話を受け

ている方など、昼夜を問わず除雪対策の労苦に

対して、厚く感謝と敬意を申しあげます。 

  そして、第６次寒河江市振興計画の基本政策

第５章に「便利で快適に生活できるまち」のき

め細やかな除雪対応にのっとった政策が実現で

きるように期待をしながら、質問をさせていた

だきたいと思います。 

  さて、我々の議会としても、２月19日に常任

委員会ごとに２班に分かれまして、12年ぶりの

豪雪地帯に行ってまいりました。私たちの班は、

田代、留場、楯、谷沢、清助新田、高松地区を

巡回し、特に冬の田代地区はほとんどの議員が

初めての経験であり、自宅の屋根まで届いてい

る排雪された雪の塊や、吹雪の中での高齢者の

方々の雪掃きなど目の当たりにし、平野部との

違いに皆さん絶句するばかりでございました。

終了後に議会会議室で懇談会を行い、後ほど議

員から要望や意見を提出してもらいましたとこ

ろ、25項目もの要望や意見が出て、もう１回よ

りよくまとめ、上申しようと思いますのでよろ

しくお願いしたいと思います。 

  それでは、早速第１問に入りますが、雪とい

うと寒河江市では私の地元である白岩地区が話

題になるわけですが、市民、地区民を代表し、

要望や質問させていただきますので、よろしく

お願い申しあげます。 

  まず、昨年度の本市の積雪量、除雪、人身事

故や建物、農作物への被害状況など、例年と比

較してどうだったのかをまずお聞きいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 昨年度の寒河江市の積雪量、降

雪による被害、除雪などの状況でございますが、

まず積雪量については、市街地の最深、一番深

い積雪ですが、これは１月27日で77センチメー

トルでございました。寒河江市では豪雪対策本

部というのは、80センチ以上の場合、豪雪対策

本部をつくりますが、それに至らなくて豪雪対

策連絡本部というふうになっております。これ

は１月25日に設置をして、豪雪に起因する被害

防止などに努めたところでございます。この連

絡本部は、平成24年度から６年連続連絡本部と、

こうなってございます。 
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  次に、被害や事故などにつきましては、除雪

作業中の転倒や転落による人身被害・人身事故

は10件の被害があって、うち１件につきまして

は、御案内かと思いますが、白岩地区内で転落

により87歳の男性お一人が死亡するという痛ま

しい事故が起こっているところでございます。 

  また、農業被害については、さくらんぼの加

温ハウス４棟、バラ栽培の園芸ハウス１棟、物

置用のハウス１棟が全壊をしております。また、

育苗ハウスの半壊が１棟の報告がございました。 

  道路除雪の状況でございますが、早朝の一斉

除雪出動が13回、それから自主出動で最も回数

が多かったのは田代地区で、29回の出動になっ

ております。降雪量は大変多いように感じられ

たわけでありますけれども、除雪回数につきま

してはおおむね平年並みとなっているところで

ございます。 

  それから、除雪事業費については、排雪分な

ども入れまして、見込みでは１億9,000万円ほ

どになろうかというふうに考えております。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 答弁ありがとうございました。

やはり雪が消えると、どうしても雪の多かった

ことを忘れがちになりますが、雪害を最小限に

食いとめ、減災に向け抜本的な今後の対策を練

り上げておくべきではないかと考えております。 

  ことしの冬も、市内では、先ほど市長からも

御報告ありましたように、私どもの地元で１件

死亡事故がありました。それを教訓に、しっか

り再発防止につなげ、次に備える必要を認識す

ることが大切かと思っております。 

  次に、第２問に入ります。 

  今から40年ほどになりますが、1971年に国土

審議会は豪雪対策特別措置法に基づき、特別豪

雪地帯指定基準を議決したようですが、豪雪地

帯にも特別豪雪地帯と豪雪地帯の２つに分類さ

れているようでございます。全国では、24都道

府県546の市町村、大体全国の約31％ぐらい豪

雪地帯の指定を受けており、本県の特別豪雪地

帯は26市町村に及び、その他の市町村は全部豪

雪地帯に該当するそうでございます。 

  西村山地区では、当然朝日町、大江町、西川

町が指定を受けております。しかし、県内でも

酒田市は旧八幡町、鶴岡市は旧羽黒町、旧櫛引

町、旧朝日村、庄内町は立川町など５地区が一

部特別豪雪地帯の指定を受けております。合併

などにより多少変更になってきたのかと想像さ

れますが、この状況であれば、本市の幸生、田

代地区などは、シーズンに平均30回前後の除雪

回数があります。積雪量や周りの状況からして

も、当然該当するのではないかと思われます。

特別豪雪地帯と豪雪地帯の違いと、これまでに

特別豪雪地帯としての指定を受けるための申請

をした経緯はあるのか、またなかったとしたら

今後のお考えをお伺いしたいと思います。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 木村議員からは、幸生、田代地

区における特別豪雪地帯の指定について御質問

がありましたが、豪雪地帯における雪害を防除

し、産業の振興と民生の安定向上に資するため

として制定されました豪雪地帯対策特別措置法

の第２条第１項に、国土交通大臣、総務大臣及

び農林水産大臣は、積雪が特に甚だしいため産

業の発展が停滞的で、かつ住民の生活水準の向

上が阻害されている地域について、積雪の度そ

の他の事情を勘案して政令で定める基準に従い、

かつ国土審議会の意見を聞いて、道府県の区域

の全部または一部を豪雪地帯として指定すると、

こういうことになっているわけです。その法律

の第２条の第２項のほうで、第１項により指定

された地域のうち、豪雪地帯のうち、積雪の度

が特に高く、かつ積雪により長期間自動車の交

通が途絶するなど、住民の生活に著しい支障が

生じる地域を、国土審議会の議決を得て国土交

通大臣、総務大臣及び農林水産大臣が定める基

準に従って、特別豪雪地帯として指定するとい
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うふうになっているわけであります。 

  この特別豪雪地帯の指定基準というのは、市

町村を指定の単位としています。昭和33年から

昭和52年までの20年間の累年の平均積雪積算値

というのが、要するに積雪の量を20年ずっと積

み重ねていくんですが、それが１万5,000セン

チメートル日、これを日で割ったときに１万

5,000センチメートル日以上の地域が、市町村

の２分の１以上の面積があること、またはその

地域の中に市役所や役場があること、さらに積

雪による自動車交通の途絶の状況や医療、義務

教育、郵便集配の確保の困難性、財政力並びに

集落の分散の度合いなどで総合的に判断すると、

こういうふうになっています。 

  先ほど御指摘のとおり、山形県は全域が豪雪

地帯の指定をされているわけでありますけれど

も、特別豪雪地帯については合併前の市町村単

位で、現在の市町域の一部が特別豪雪地帯の指

定を受けている市町を含め、県内26の市町村が

指定を受けていると、こういうことであります。

そういった意味で、寒河江市はそういうことに

該当していないということであろうかというふ

うに思います。 

  その特別豪雪地帯の指定を受けた場合の支援

策というのは、義務教育施設の新築・改築など

の補助率のかさ上げ、さらには基幹的な市町村

道で国土交通大臣が指定するものの改築につい

ては県が行うことができるなどということで、

限られた内容の支援があるということでござい

ます。寒河江市は、そういう意味で基準を満た

していないので、この特別豪雪地帯の指定は受

けることができないというふうになっているわ

けでありますので、御理解をいただきたいなと

思います。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 市町村の単位でということで

ございますので、今私、鶴岡とか酒田のことで

申しあげましたけれども、合併する前に町であ

ったところがなったというふうに理解している

ところでございます。 

  それでは、続いて第３問に入ります。 

  本市では、高齢化と核家族、単身化の進行で、

お年寄り世帯が増加し、若年人口の流出により、

いわゆる除雪弱者の負担を少しでも軽減しよう

と、この冬新たな除雪等情報提供システム、い

わゆるＧＰＳ装置を導入し、思いやり除雪の施

行を始めたわけですが、その効果と今後の課題

などについてをお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど木村議員からありました

が、29年度から除雪情報システムということで、

ＧＰＳを搭載して、さらにこのシステムに要介

護度３以上の独居高齢者の住宅位置情報を登録

したスマートフォンを除雪車の重機に備えつけ

て、除雪作業に出動をして、これらの住宅付近

に差しかかったときにスマートフォンから警報

アラームが鳴って、この世帯の間口に極力雪を

置かないようオペレーターに知らせる仕組みに

なっているわけであります。また、出動中の除

雪車が現在どの場所で作業を行っているか、イ

ンターネットで確認ができる機能も搭載をさせ

ていただきました。 

  この思いやり除雪については、対象となる市

民の方からは大変好評を得ているわけでありま

す。好評を得ているわけでありますけれども、

間口に雪を置かないようにするためには、除雪

車の走行スピードを下げて、また排雪板の角度

を細かく調整しながら走行する、あるいは間口

に雪を置かない分だけ雪押し場への移動回数も

ふえていくということで、作業時間が長くなっ

ていくということになっております。 

  この間口除雪の対象者は、約80件でございま

したが、今後その対象が拡大していくというこ

とも要望が出てくるのではないかというふうに

思っているところでございます。現在の除雪車

の台数、あるいは雪押し場の確保の状況のまま、
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その対象を拡大した場合には、なかなかその本

来の目的であります市民の皆さんの出勤前の道

路除雪を完了していくということが不可能にな

る可能性も懸念されるというようなところがあ

りますので、今後に向けて対応をいろいろ検討

していく必要があるというふうに考えておりま

す。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 御答弁ありがとうございまし

た。全くそのとおりだと思いますし、もっと高

齢化が進んで対象を広げてほしいという要望が

当然出てくると思いますけれども、やはり私も

除雪のオペレーターの話を聞きますと、なかな

か個人情報が絡んできて、どこだということも

教えられないし、なかなか大変だというふうな

情報もございますけれども、便利になったこと

は確かでございますので、今後の御利用の仕方

をもうちょっと考えていただければ大変ありが

たいと思います。 

  それでは、続きまして第４問に入ります。 

  前問の質問とちょっと重複する部分も少しは

あると思いますが、市民から要望の高い間口除

雪についてを伺います。 

  道路除雪は、雪国にとってどうしても必要な

仕事であります。誰かが除雪というものを負担

しなければ、市民は生活に欠かせない国道、県

道、市道までに到達しないわけで、利用するこ

とさえままならないわけであります。特に、自

宅の間口に残された雪はかたい上に重く、お年

寄りが片づけるには大変な労力になるわけです。 

  寒河江市の最近の高齢化率を見ると、30.7％

でございます。県内35市町村の低いほうから４

番目でございますが、これが一旦中山間地にな

ると、田代地区が53.7％、幸生地区が44.4％に

なり、単独世帯や高齢者夫婦のみの世帯がどん

どんふえてきております。この雪対策が移住に

結びついている要因でもあると思われているわ

けです。こんな点から、間口除雪について、本

市でも今後どんな対策を考えているのかをお聞

きします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど申しあげましたけれども、

この除雪の一番の目的というんですか、やっぱ

り通勤時間帯まで、それまでに終了させていか

なければならないという一つの使命があるわけ

でありますが、これまでもその除雪路線が順次

延びていることがあって、開始時間を早めてい

ただいたり、あるいはその受託していただいて

いる業者の方をふやしたり、あるいは台数をふ

やしたりということで、そういう目的を達成で

きるように努力をしてまいりました。 

  また、今そういう中でも、新たな課題という

ことになりますと、オペレーターの方が高齢化

している。なかなかかわりの人がいない、ある

いはそういうベテランの方が少なくなっている

というようなことで、逆に若い方がなり手が不

足をしているようなことも、人材が不足してい

るというところもあります。また、雪押し場な

どについては、新しい新興住宅地などについて

はなかなか確保できないというところもあろう

かというふうに思います。 

  そういった中で、間口除雪のほうを拡大をし

ていくということに考えますと、ただ単に台数

をふやして人をふやしていくという机の上だけ

でのことはなかなか難しいということも考えら

れますので、我々としてはそういう努力をして

いきながらも、市民の皆さんからもある程度理

解をしていただいて、協力をしていただく部分

というのが新たに出てくるのではないかという

ふうに考えているところでございます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 全く今市長がおっしゃるとお

りでございますけれども、間口に雪を残さない

ように何らかの配慮をしているというのが、県

内35市町村では約８割に当たる27市町村に上っ

ているということでございます。人口や財政規
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模など、各自治体で抱える事情は違うわけです

が、高齢化は確実に進んでいくわけでございま

す。新たな住民ニーズが今後も高まることは確

実であります。今後は福祉課題として問題を捉

え直し、予算を充てるとかいうアプローチを活

発化するという取り組みも必要になってくるの

ではないでしょうか。 

  続いて、第５問に入ります。 

  排雪場所についてお伺いいたします。 

  現在、市内には排雪場所として３カ所設けら

れているわけですが、豪雪になった場合には、

臨時的にもう１カ所を設けているというのが通

常かと承知しております。現在、白岩・高松・

醍醐地区の排雪場所は、国道112号線と287号線

が交わる高松跨線橋５差路付近の八鍬河川敷に

あるわけですが、入り口が狭隘であり、カーブ

が多く、見通しが悪く、排雪車の大きさでは交

差もできない状態であります。特に、土・日曜

日に集中する排雪は、入り口の付近で渋滞が激

しく、往復に大変な時間を要するわけで、つい

やってはいけない寒河江川や実沢川に捨てて、

県のパトロールに注意され、困惑しているよう

な現状でございます。 

  統計的に見ても、本市の一番雪が多い地区で

あり、要望は何回かお願いしているわけでござ

いますけれども、一歩前に進んだ御回答をいた

だければ大変ありがたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市内の雪捨て場については、御

案内のとおり寒河江川それから最上川の河川敷

に３カ所、通常は設置をしているわけでありま

すが、その１カ所が御質問の高松八鍬地内の寒

河江川河川敷というふうになっているわけでご

ざいます。 

  御指摘がありましたとおり、その進入路が河

川管理用道路を活用したものとなっているため

に、余り幅員が広くなくて、大型ダンプカーな

どが通行するにはすれ違いができないというよ

うなところであります。また、この進入路、大

きくカーブしているために見通しが悪くて、そ

の雪捨て場に入る車と出る車が進入路の途中で

鉢合わせをして立ち往生するなどということで、

渋滞が発生してしまうなどということが間々見

受けられているところでございます。 

  この高松・醍醐・白岩地区は、御指摘のとお

り市内でも降雪が多い地帯でありますので、こ

の現在の八鍬雪捨て場をもっと利用しやすくし

ていく方法はないのかどうか、どうしたら利用

していく、利用しやすくなるのかどうか、また

河川敷のみならず、新たに雪捨て場として活用

可能な場所はないのかどうかなどについて、関

係機関と十分協議を重ねながら協力要請などを

していく必要があるというふうに考えておりま

す。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 ありがとうございました。本

当に雪が今はないわけでございますけれども、

こういうときに質問するのもどうかと思います

けれども、雪対策は課題を挙げればきりがない

わけでございます。住みなれた土地に安心して

住み続けるには、今後は流雪溝の整備や消融雪

装置の普及やロボットも含めた先進技術の開

発・導入も考えなければならない時代に来てい

るのではないかと思います。 

  今後は、超高齢化時代になってくると、間口

除雪やＧＰＳの搭載など、先ほど申しあげまし

たように福祉課題として問題を捉え直し、予算

を獲得しなければならない時期に来るのではな

いかと思います。今後ますます除雪対策に対し

ては御理解いただくようお願い申しあげまして、

第１問を終わらせていただきます。 

○内藤 明議長 木村議員、ちょっとお待ちくだ

さい。 

  ここで、暫時休憩いたします。 

  再開は11時５分といたします。 
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 休 憩 午前１０時５１分  

 再 開 午前１１時０５分  

○内藤 明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  木村議員。 

○木村寿太郎議員 続きまして、通告番号10番、

市内の中学校に配置される部活動指導員につい

てをお伺いいたします。 

  ことしも４月７日に、市内３中学校の入学式

がありました。新１年生が希望に満ち、胸を膨

らませて入学してきたのかと思っております。

中には、小学校のスポーツ少年団や地域のスポ

ーツクラブとはまた違った部活動に入部するこ

とを楽しみに、期待を持って入部する生徒がほ

とんどかと思います。しかし、いざ入部してみ

て、月日がたつにつれ、現実のギャップに悩む

生徒も今後はいるのか心配でもあります。 

  それでは、第１問を伺いますが、１日目、同

僚議員の國井議員と重複する部分があると思い

ますが、よろしくお願いいたします。 

  では、第１問、市内の中学校に配置される部

活動指導員についてをお伺いいたします。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 おはようございます。 

  部活動指導員の配置につきましては、学校教

育法施行規則の一部を改正する省令が施行され、

今年度から本格的な運用が始まっているところ

でございます。 

  この制度化の背景には、日本の中学校教員の

勤務時間がＯＥＣＤ参加国の中でも最も長く、

特に部活動と課外活動への指導時間が長いとい

うこと、ＯＥＣＤ平均では2.1時間ですけれど

も、日本におきますと１週間当たり7.7時間と

いうふうなことで長くなってございます。 

  また、運動部活動の顧問でございますが、日

本体育協会が調査したものによれば、保健体育

以外で当該部活動の競技経験がない者が46％と

いうふうな現状にございます。 

  ことしの３月にスポーツ庁から出された運動

部活動のあり方に関する総合的なガイドライン

の中に、教員の多忙化にかかわって、部活動の

休養日の設定について週当たり２日以上の休養

日を設けることとか、１日の活動時間を長くと

も平日で２時間、休業日は３時間程度として、

できるだけ合理的かつ効率的・効果的な活動を

行うということが示されております。このガイ

ドラインの中にも、議員からございました部活

動指導員についての記述がございます。ガイド

ラインに明記されておりますように、今後の部

活動のあり方については、国を挙げて課題を整

理、改善していく動きになっておりますので、

この部活動指導員についても、教員の働き方改

革の一環として注目度が高いというふうに推察

しております。 

  本市の現状でございますが、配置につきまし

ては、先日の一般質問でもお答えし、繰り返し

にはなりますが、７月より３名の指導員を市内

の３つの中学校に１名ずつ配置する予定であり、

本定例会においても寒河江市特別職に属する者

の給与等に関する条例の一部改正の議案を上程

しているところでございます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 御答弁ありがとうございまし

た。 

  今教育長からも御答弁ありましたように、大

体内容としては部活動の活動時間については平

日２時間、土日においては３時間以内とし、週

２日以上の休養日を設けるような指針案かと思

いますが、短時間で効率的な練習を促すことで、

生徒のけがを予防し、勉学など部活以外での機

会を確保し、顧問教員の過重労働も減らす目的

かと思われます。 

  続いて、第２問に入ります。 

  いろいろな資料などによると、これらが本年

度から実施ということで本格的に始まるわけで

すが、部活動指導員、県内他市町村の配置の進
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捗状況はどうなっているかをお伺いいたします。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 部活動指導員の運用につきま

しては、今年度から開始されました文科省の働

き方改革推進事業の一環として進められており、

国・県・市町村が事業主体となってございます。 

  部活動指導員の報酬につきましては、国・

県・市町村がそれぞれ３分の１ずつを負担し、

事業を進めてまいります。 

  県の今年度の事業方針としましては、県内公

立中学校98校のうち、その２分の１、半分に当

たる49校に１名ずつの指導員配置を行おうとし

ております。事前の市町村の意向調査によれば、

今年度は本市を含め21市町村がこの事業に手を

挙げているというふうに聞いております。県と

して、来年度までには県内全ての公立中学校へ

１名ずつの配置を予定しているところでありま

すが、本市としましては今年度中に、先ほど申

しあげましたけれども、市内３校全ての中学校

に、市独自の持ち出し分の予算も含めて部活動

指導員１名ずつを配置していきたいというふう

に考えているところでございます。 

  先週５月28日に、本市を含めた教育事務所管

内の事業参加教育委員会を対象にして研修会が

開催されて、制度の趣旨、部活動運営、指導に

ついて理解、確認をしたところでございます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 どうもありがとうございまし

た。 

  県内では21市町村ずつに配置されるというこ

とでございますけれども、来年からは各１校１

名ずつというふうに理解してもよろしいのでし

ょうかと思いますけれども、それでは第３問に

入らせていただきます。 

  地域によっても変化は違うでしょうが、各中

学校とも生徒数の減少により部活動の種類や数

も少なくなり、その配分にも事欠く状況かと思

います。市内３中学校の運動部における生徒数

の現状と、顕著な成績と部活動の種類の増減な

どについてをお伺いいたします。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 市内３つの中学校の運動部活

動の状況についてお答え申しあげます。 

  市内の３つの中学校とも、運動部、文化部含

めてでございますが、部活動には全員加入とい

うことが原則になっております。 

  まず、初めに市内の生徒数、加入状況でござ

いますが、市内３中学校で運動部に加入してい

る生徒数の割合は、今年度につきましては

82.9％ということになります。ですから、その

ほかは吹奏楽部等の文化部に所属しているとい

うことになります。 

  また、部活動の種類でございますが、各中学

校ごと申しあげますけれども、陵東中学校にお

きましては10種類、男女別14の運動部がござい

ます。人数別で見ますと、その中の陸上アスリ

ート部が50名前後と多くなっております。この

陵東中学校の陸上アスリート部につきましては、

学校の部活動にはない競技、例えば硬式野球、

サッカーのクラブチーム、カヌー、あるいはゴ

ルフ、ダンスで、ふだんは外部のクラブで活躍

している、活動している生徒が加入しておりま

す。外部で活動がないときは校内で基礎トレー

ニングなどを行っているということでございま

す。 

  陵南中学校でございますが、12種類、男女別

17の運動部がございます。人数で見ますと、こ

こ数年はソフトテニス、卓球が男女合わせて約

70名程度、サッカーと陸上が各50名程度と部員

数が多い状況になってございます。逆に、10年

ほど前には約70名ほどいた野球部は、現在では

20名ほどに減少しております。 

  陵西中学校でございますが、５種目、７つの

運動部がございます。運動部活動の人数につい

ては、ここ二、三年は大きな変化はないものの、

他の２校と比べると部員数はどの部も少ない傾
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向にございます。生徒数の減少による部活動の

休部・廃止につきましては、過去10年のスパン

で見ますと、陵西中学校におきましては柔道部

が平成19年度より休部となってございます。ま

た、平成29年度からは、それまでありました総

合運動文化部、先ほど申しあげた陵東中学校で

いえば陸上アスリート部のようなものでござい

ますが、この陵西中学校の総合運動文化部につ

きましては、29年度から募集を停止していると

いうふうなことでございます。 

  次に、運動部活動の成績でございますが、市

内３つの中学校ともに、県大会には西村山地区

代表として、団体・個人を含め多くの生徒が出

場し、上位入賞などを含めすばらしい成績をお

さめておりますので、ここで申しあげるとも枚

挙にいとまがないという状況でございますので、

昨年度の東北大会出場以上の顕著な成績のみを

申しあげたいというふうに思います。 

  東北大会には、陵南中学校は個人で水泳、陸

上、新体操、柔道などが出場し、新体操と柔道

では全国大会に出場しております。陵東中にお

きましては、水泳、陸上、柔道で東北大会に出

場しております。陵西中学校につきましては、

男子バレーボール部が東北、全国大会に出場し

ております。 

  本市中学校の運動部活動の成績を見ますと、

県大会、東北大会そして全国大会というふうな

ことで、個人・団体を含め数多くのすばらしい

活躍と成績をおさめ、生徒の頑張りを賞賛した

いなというふうに思っているところでございま

す。以上でございます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 今成績まで教えていただきま

して、ありがとうございます。 

  やはり、こういうふうになると、生徒さんの

やっぱり価値観というのも時代とともに大きく

変わってきているかなと思いますし、スポーツ

少年団とか、やっぱり今教育長がおっしゃった

ような部活動の方向に行くということは、多種

目にわたりいろいろな形でスポーツに参加する

ということは本当にいいことだなと考えており

ます。 

  それでは、続きまして第４問、完了していま

すので次の質問を伺います。 

  私個人的にも思っておりますが、新聞記事に

も時々掲載されておりますように、日本でもロ

ンドンオリンピックでの多くのメダルを獲得し、

終了後に各地で行われるメダル獲得者によるパ

レードや、地元の声援による盛り上がりがスポ

ーツによる感動を生んでいるのかと思われます。

非常に国民の関心が高まっているのも、このス

ポーツの競技に対する皆さんの感覚かと思って

おります。 

  それにも増して、オリンピックの競技の種類

の多さというものには、私もちょっと驚いてい

るところでございますが、その分可能性を秘め

た若い方々の意気込みや思いも大きいのかと思

われます。社会情勢や、もちろん友人との関係

などは大きく影響するのでしょうが、そんな意

気込みにも心強く思っている１人でございます。 

  それでは、第４問、中学校生徒が望む最近の

運動部活動の傾向についてをお伺いいたします。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 先ほど申しあげましたとおり

でございますが、市内の３つの中学校では、運

動部、文化部含めて既存の部活動への全員加入

ということを基本としておりますが、現状を見

てみますと、中学校に設置されている部活動以

外のスポーツ競技等に参加している生徒もおり

ます。例えば、硬式野球やサッカー、あるいは

陸上、新体操などで、同じ種目であっても、よ

り専門的な技術向上を目指して外部のクラブチ

ームに加入するなど、生徒のニーズも多様化し

ているということも事実であろうというふうに

思います。 

  また、近年、卓球やテニス、陸上、水泳など
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の個人種目において、オリンピックや世界大会

において日本人選手の活躍が多く見られるよう

になったこともあり、子供たちの興味、関心に

も少なからず影響があるというふうに思われま

す。市内３中学校の今年度の運動部活動の入部

状況を見ますと、先ほどと重複しますが、ソフ

トテニス、卓球、サッカー、陸上への入部が多

い傾向が見られ、スポーツや運動部活動への考

え方へも多様化が見られるとともに、生徒の好

むスポーツのニーズにも変化が生じているので

はないかなというふうに感じているところでご

ざいます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 先ほど来、今お聞きしていま

すと、やはりスポーツに対する感覚というのが、

やっぱり時代とともに本当に大きく変わってき

ているなと思いますし、私らもスポーツ少年団

なんかつくった経過があるわけですけれども、

その経過を見ても、あの当時昭和54年ころだっ

たと思いますが、そのころにしてみましても、

ほとんどの方が野球部に入っていたのかと、私

も１学年大体、あの当時で小学校４年生、５年

生、６年生で大体60名ぐらいいたんですね。そ

れが、今完全に少子化でスポ少でも消滅してし

まいました。そんな傾向を考えると、今後とい

うのはやっぱり季節ごとに異なる競技を行った

り、体力づくりを目的としたりするなど、過度

な練習を避けたい生徒も参加しやすい運動部の

一種を考えたりすることも必要になってくるの

ではないかなというふうなお話を伺ったことが

ありますが、そのようになると私どもとしても

寂しいなと思うのが感想でございます。 

  それでは、第５問に移ります。 

  私も保護者の方々から、部活動の指導者や担

当者の指導についていろいろ御相談を受けるこ

とがあります。現状では、部活動の種類もたく

さんあるわけで、担当者の中には、その競技の

経験のない方も当然いるとお聞きしております。

本市の現状では、担当者の競技経験者というの

はどれぐらいの割合でいらっしゃるでしょうか。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 教員の競技経験者ということ

についてでございますが、初めに競技経験者と

いう考え方、定義といいますかその考え方につ

いて申しあげます。競技経験者とは、運動部活

動を指導する顧問が、当該競技について指導資

格とかライセンスを持っているということでは

なくて、顧問が中学校や高校で当該部活動の経

験があるとか、また大学では当該競技の経験が

あるという意味で、競技経験者という文言を使

わせていただくということで御理解いただきた

いというふうに思います。 

  市内の３つの中学校への聞き取り調査により

ますと、競技経験者の割合は学校によってもや

や違いはありますが、約40％から45％の範囲と

いうことになっております。先ほど、全国的に

は担当部活動の競技経験がない教員の割合を、

日本体育協会の26年度の調査で申しあげました

が、それが46％ということでありますので、逆

に言えば100から46を引いた54が、全国的には

競技経験者ということになりますので、これを

比べますと、市内の３つの中学校の競技経験者

はやや少な目なのかなというふうに思っている

ところでございます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 御答弁ありがとうございまし

た。 

  やはり、この今教育長の報告を聞いてみまし

ても、教員はオールマイティーではないなとい

うふうな感じはするわけでございますけれども、

しかし生徒からすれば、未経験者の担当であれ

ば、自分の競技力の向上は多くを望めなくなる

可能性というのは大きくなるのではないかと思

いますし、中学校に入って部活動で成長して、

高校、大学への運動部へのステップとしたいと

いう大きな希望を持って入学した生徒、保護者
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の気持ちもちょっと複雑になってくるような感

じがしております。 

  そこでお聞きしますが、市内の３中学校の未

経験の部活動担当者に対する指導方針などはあ

るのか、あるとすればどのような形で行ってい

るのか、そしてまた各学校にお任せしているの

かなどをお伺いいたします。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 部活動につきましては、平成

29年３月に告示されております学習指導要領の

解説によれば、教育課程外の学校教育活動とい

うふうにされております。教育課程外の学校教

育ではありますけれども、学校教育の一環とし

て教育課程との関連を図るようというふうに留

意されております。 

  このように、部活動は集団の中で異なる年齢

の生徒同士、生徒と教師との好ましい人間関係

の構築を図ったり、自己肯定感、責任感、連帯

感を育成するなど、極めて教育的価値が高い教

育活動でございます。また、この学習指導要領

には、地域の人々の協力、社会体育施設や社会

教育団体等の各種団体との連携など運営上の工

夫を行って、持続可能な運営体制が図られるよ

うにするというふうにも明記されておりますの

で、部活動の経験のある、なしにかかわらず、

教員のみが指導にかかわるのではなく、その他

の関係機関とも連携を図りながら体制を整えて

いかなければならないというふうに考えている

ところであります。 

  このようなことからも、教育課程である体育

に関する指導力の向上のための教員研修は、体

育の教員には体系的に設けられてはおりますけ

れども、部活動指導は、先ほど申しあげました

ように学校教育の一環として位置づけられてい

るものの、学習指導要領上は教育課程には含ま

れないというふうなものでございますので、教

員を対象とした部活動の指導の専門的な研修は、

県や本市を含め各市町村では実施されていない

というのが現状でございます。 

  ただ、各種競技団体や各種目の競技会、また

は競技専門部が主催・共催して行う指導者講習

会とか審判講習会などは開催されておりますの

で、教員は自主研修として参加して、指導者と

してのスキルアップに努めている状況にござい

ます。また、顧問によっては、余暇を利用しな

がら意欲的に自主的な研修を行って、指導力向

上を図っている者もございます。 

  いずれにしましても、競技経験のない教員に

とっては、みずからの指導力のスキルアップは

自主的・自発的な研修による研さんに頼らざる

を得ない現状にあり、こういった意味からも教

員の働き方改革というものが必要になっている

ゆえんだというふうに考えているところでござ

います。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 御答弁ありがとうございまし

た。そうなると、やっぱりこういう部活動指導

員の必要性というのがだんだん迫ってくるのか

なという感じがしておりますので、全く今ちょ

うど好機のときかなというふうな感じもしてお

ります。 

  それでは、第６問に移ります。 

  新指導者の選定、部活動の指導方法について

は、第１日目の國井議員からの質問で伺ってい

ますので割愛させていただきますが、新しい部

活動指導員の制限などを含んだ待遇についてな

どをお聞きいたします。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 部活動指導員の待遇といいま

すか勤務につきましては、１週間当たり３日間、

１日当たり２時間としておりますが、実際の勤

務の割り振りにつきましては、各学校の実態に

応じた設定ができるものというふうになってご

ざいます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 待遇というと、そのように理
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解していいのかどうかわかりませんけれども、

こちらで理解したいと思います。 

  新しくなる制度であるために、先ほど教育長

からも話ありましたように、条例変更などの複

雑な手続があるのかと思いますが、手当の支給

でございますが、現況の担当制教員とのかかわ

りもあり、またテスト段階ともお聞きしており

ます。十分な体制づくりを期待したいと思いま

す。 

  それでは、第７問に入ります。 

  スポーツ庁などの部活動指導員の制度化につ

いての資料を見せてもらいますと、中学校、高

等学校などにおいては校長の監督を受け、部活

動の技術指導や大会への引率などを行うことを

職務とするとあるが、担当教職員といわゆる部

活指導員との位置づけ、責任の度合いなどにつ

いてをお伺いいたします。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 担当教職員と部活動指導員の

役割分担等につきましては、教員の働き方改革

の一環としての顧問教員の負担軽減を主な目的

として、学校の実態に応じて運用されるもので

ありますので、１つの部活動の顧問として、あ

るいは複数にまたがる部活動の顧問の支援とし

ての勤務が期待されているところであります。 

  部活動指導員には、先ほどありましたスポー

ツ庁のガイドラインの基本的な考え方を踏まえ

ながら、各中学校の部活動方針、服務などを遵

守するとともに、生徒の安全、事故対策への体

制を確認した上で、当該校の部活動の実態に応

じた効果的で効率的な運用が期待されておりま

す。単独での大会引率、顧問が不在での指導も

可能であることから、技術的な指導のみならず、

生徒の発達段階、個人差に対する心身の問題に

寄り添いながら、顧問教師や外部指導者と連携

をしながら、保護者とも共通理解を図るように

なっておりますので、従来の外部コーチ以上に

責任の度合いは高いものであるというふうに思

われます。だからこそ、このような部活動指導

員の配置によって、チーム学校による部活動指

導の効果的な運営が図られていくのではないか

なというふうに考えているところでございます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 それでは、時間も迫ってまい

りましたので第８問に入りますけれども、本市

においても少子化がどんどん進んでおります。

特に、陵西中学校においては全学年で生徒数が

本年度141名であります。これは、現在の陵東

中学校の３年生の生徒数140人とほぼ同数です。

全体としては陵東中学校の３分の１以下だとい

うふうに理解しておりますが、現在２年生は全

員で43名で、あと１名で１年生のときに２クラ

スになれるところでしたが、現況１クラスとい

う状態で、陵西学区には今議員が４名おります

が、授業参観などを一緒にいつも研修させても

らっておりますが、現在の教室にはすし詰め状

態でちょっとかわいそうかなという感じがして

おります。学科によっては２つに分けて授業を

行っておりますが、１クラス減少になったこと

から、教職員の３名も減にもなっております。 

  この制度によって学校現場も期待できるかと

思いますが、この少子化が進んでいく中で、今

後の部活動のあり方がどうなるのかを教育長に

お伺いします。 

○内藤 明議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 議員からございましたように、

今後少子化が進んで、そして先ほど申しあげま

したような、子供たちのスポーツに対するニー

ズの多様化なども鑑みますと、これまで行って

いた部活動が今後も持続可能なのかということ

については、問題は深刻であるのかなというふ

うに思っているところであります。 

  まず、部活動の顧問につきましてであります

が、部活動にとっては指導者が確保されて、し

っかりとした指導体制が組まれるということは、

子供たちにとっては何より重要なことだなとい
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うふうに思っております。しかしながら、先ほ

ど陵西中学校の例にもございますとおり、県費

負担教職員の教職員定数につきましては、義務

標準法をもとにした県の基準により配置されて

おりますので、学校の規模にもよりますけれど

も、１学級減により１から３名の定数が減少す

る場合もございます。学級が減っても、部活動

は現状のままであるとすれば、部活動に大きな

影響が出てくるということも当然のことだとい

うふうに思っております。 

  こういった学級減による教職員定数減のよう

な場合につきましても、この部活動指導員の配

置につきましては大変有効である制度であるの

かなというふうに考えているところでございま

す。 

  また、今後の部活動の例えば休部または廃部

といった状況なども考えられるのかなというふ

うに思いますが、県の中体連では平成20年度よ

り、部員不足のために単独校ではチーム編成が

できず、大会出場の機会がない生徒たちに活動

の場を保障するということで、２校合同チーム

での出場を認める救済措置がとられております。 

  昨年度は、県中体連総合体育大会男子バレー

ボール競技におきまして、櫛引中と鶴岡四中が

合同で出場しておりますし、ソフトボールにお

きましても天童一中と天童三中が合同で出場し

ております。西村山地区内では、中体連主催の

大会ではありませんが、平成27年度の西村山地

区協会長杯バレーボール大会女子におきまして、

朝日中と西川中が合同チームで出場した例がご

ざいます。ただ、これらの例は恒常的に継続で

きるものではないというふうに考えております。  

  部員が減少する部にあっては、部活動存続の

あり方の方向性はどうあるべきか、存続廃止す

る場合には、納得性ある基準はどうあるべきか

など、今後の部活動運営のあり方についてにつ

いては顧問、コーチだけではなく、当該部活動

にかかわる関係者、あるいは小学校時代に指導

したスポーツ少年団の指導者、保護者や地域の

方々も含めて幅広く丁寧に議論し、慎重に取り

組まなければならない問題であるというふうに

感じております。 

  いずれにしましても、現状と今後考えられる

状況をしっかりと分析し、教職員、生徒、保護

者、当該スポーツにかかわる関係者、ＯＢ、地

域住民が十分に共通理解をし、納得感を持って

方向性を定め進めていくことが大切であるとい

うふうに考えております。 

  教育委員会としましても、適切に指導、助言

しながら、学校の対応をしっかりと見守り、支

えてまいりたいというふうに考えているところ

でございます。 

○内藤 明議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 御答弁ありがとうございまし

た。 

  今教育長の説明にありましたように、それぞ

れの生徒が今以上の技能を高め、記録に挑戦し

ようとすることは必然なことであります。その

ことを学校は指導、支援しなければならないわ

けで、問題となるのは指導者が大会で勝つこと

のみを重視し、過重な練習を強いたり、生徒の

バランスのとれた生活や成長に支障を来してく

るといういろいろな課題が出てくるわけですが、

また生徒、保護者、地域、競技団体などの意識

や価値観も多様化してきております。少子化に

より、運動部活動を取り巻く環境もさまざまな

課題がますますふえてくるわけでございます。

速やかな対応を御期待申しあげまして、はしょ

って申しあげましたが、私の一般質問を終わら

せていただきます。ありがとうございました。 

 

柏倉信一議員の質問 

 

○内藤 明議長 通告番号11番から13番までにつ

いて、16番柏倉信一議員。 

○柏倉信一議員 今定例会最後の一般質問となり
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ました。私にとって、このたびの質問が何十回

目の質問になるのか把握はしておりませんが、

一般質問のトリをやらせていただくのは初めて

の経験でございます。適度な緊張感を持ちなが

ら質問に入らせていただきたいと思いますので、

おつき合いのほどをお願いをいたします。 

  通告番号11番についてお伺いいたします。 

  今年度より、市民への再生可能エネルギーの

普及を図ることを目的として、新たな補助金が

設置されました。このたびの取り組みを理解す

べく、特に太陽光発電について少し勉強をさせ

ていただきました。地球温暖化が深刻さを増す

中、我が山形県でも環境に優しい太陽光発電シ

ステムを設置する家庭がふえているようです。 

  改めて申しあげるまでもないことですが、日

本は石油、石炭などのエネルギー資源のほとん

どを諸外国からの輸入に頼っているわけで、こ

うした化石燃料はいずれなくなってしまいます。

一方、太陽光発電は、こうした心配は皆無であ

り、将来の国産エネルギーとして期待が寄せら

れています。何より、発電の際、地球温暖化の

原因とされる二酸化炭素を全く排出しないため、

環境に優しいクリーンエネルギーとして注目を

集めています。私が調べた資料によれば、太陽

光発電を4.3キロワット設置した場合、年間18

リットルの石油缶で約57個分のＣＯ２が削減さ

れ、杉の木約163本の植樹効果に匹敵するとの

こと。我が寒河江市の新たな取り組みは的を射

たものと言えます。 

  太陽光発電のシステムはシンプルであり、シ

リコンなどの半導体に光が当たると電子が飛び

出し、電気が発生するという光電効果を応用し

た太陽電池を使用して、太陽の光エネルギーを

直接電気エネルギーに変換して発電する仕組み

です。太陽光発電により発生した直流の電力は、

パワーコンディショナーによって家庭などで利

用できる交流の電力に変換され、さまざまな家

電製品などに消費され、余った電力、いわゆる

余剰電力は売ることができます。 

  さて、そこで伺います。この太陽光発電シス

テムは、現在どのくらい設置されているのかお

伺いをいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市内でということだというふう

に理解をさせていただきますが、現在市内で東

北電力と売電契約をしている世帯の数は678件

であります。寒河江市内１万3,983世帯の4.8％

になっているところでございます。そのうち、

ちょっとデータがはっきりわかるのは、平成26

年から29年度までに県の再生可能エネルギー等

設備導入事業費補助金を受けて太陽光発電設備

を設置した件数は171件ということでございま

す。このうち、４件については蓄電池設備もあ

わせて設置しているという状況になってござい

ます。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただきました。この数

字が多いのか少ないのかでございますけれども、

次にこのたびの補助金は、現在の数字で結構で

すが、どのくらい申請されているのかお伺いを

いたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市の補助制度、今年度に

新設をしたわけでありますけれども、５月末時

点での申請件数は、太陽光発電設備は５件、木

質バイオマス燃料機器、電源を必要とするペレ

ットストーブでありますが、１件の申請があり、

これは交付決定をしております。なお、改めて

申しあげるまでもないですけれども、再生可能

エネルギーの整備導入事業費補助事業について

は、予算措置として太陽光発電設備が40件、蓄

電池設備が３件、木質バイオマス燃料装置は電

源あり、電源なしそれぞれ４件を予算措置をし

ているところでございます。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 本当に新規事業として今年度か



 - 94 -

ら始まったばかりの補助金でございますので、

出だしとしてはこんなものなのかなというふう

に思いますけれども、このたびの新設された補

助金の内容をよりわかりやすく周知することが

必要と考えます。前段で申しあげたとおり、特

に太陽光発電が注目されているわけ、理由を端

的に表現すること、また県の補助金と併用でき

ることなどは最低限の部分と思いますが、周知

の方法、内容についての見解をお伺いいたしま

す。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 柏倉議員からも御指摘ありまし

たが、太陽光発電というのは限りある化石燃料

に依存することなく枯渇の心配のない太陽光エ

ネルギーを利用して発電を行うということで、

将来の国産エネルギーとして期待をされている

わけであります。また、二酸化炭素を全く排出

しないということで、環境に優しいクリーンエ

ネルギーということで注目をされているわけで

あります。そういう意味で、温室効果ガス排出

量の削減を図るために、とりわけこの太陽光発

電設備の導入というものを促進するということ

は、我々にとっても急務であるというふうに考

えています。 

  この補助制度を利用していただくための趣旨、

それから内容の周知については、御指摘のとお

り補助率とか補助対象経費などの制度の概要ば

かりのみならず、もちろん県の補助制度と併用

することが可能であること、あるいはさらには

太陽光発電の仕組み、設備設置費用はどのくら

いかかるのか、あるいは冬でも発電できるのか

などの発電設備導入に当たっての素朴な疑問な

どにも対応していくデータや具体例などを、ホ

ームページなどに掲載して周知をしているとこ

ろでありますが、今後は市報などへの掲載、あ

るいはチラシの配布などによって、より一層周

知を図って普及促進に努めてまいりたいと考え

ております。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 今後の周知の方法等々に関して

答弁をいただきました。最近は、太陽光発電の

普及がやや停滞ぎみとなっているというふうに

私も感じておるところですが、その理由の一つ

に売電価格が下がっていることが大きな要素と

いうふうに思われるわけですが、売電価格も下

がっていますが、システムの設置価格も下がっ

ております。まして、このたびの補助金は県の

補助と併用できるということで、また雪国にあ

っては冬期間降雪の影響なども、先ほどの市長

の答弁にもございましたとおり懸念されており

ましたが、最近は融雪太陽光パネルなるものも

登場してきたようでございます。こうした部分

もぜひ周知の中に入れてほしいと考えておりま

す。 

  この質問の最後になりますけれども、このた

びの補助金は太陽光発電とあわせて蓄電池設備

を設置した場合に限り、蓄電池設備にも補助金

が該当することとなっていますが、災害時など

に有効に活用でき、より効率的に太陽光発電を

利用してもらうこと、また現在のシステムの普

及率等々を加味すると、蓄電設備単独でも補助

金の対象とすべきと考えますが、市長の御所見

をお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、太陽光発電の

システムにつきましては、日中の明るい時間に

発電を行い、余った電気を電力会社に売電をす

ることができるわけでありますけれども、夜間

など発電ができない時間帯は電力会社の電気を

使う、使用するということになるわけでありま

す。そこで、太陽光発電の電気をより効果的に

使用するために、蓄電池設備が普及してきたと

ころでございます。日中に発電した電気を蓄電

して、使いたいときに使用できますので、災害

時への備えにも有効な手段だというふうに思っ

ているところであります。そういうことから、
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御指摘のとおり近年は太陽光発電設備とセット

で設置をしていく傾向にあるわけであります。 

  そういった観点を踏まえて、市の補助制度に

つきましては、太陽光発電と蓄電池設備をセッ

トで設置をした場合に対象としているところで

ございます。逆に言えば、蓄電池設備を単独で

設置をした場合は対象となっていないというの

が今の制度でございます。 

  蓄電池設備については、まだまだ高額な設備

でありますが、今後御指摘のとおり、既設の太

陽光発電設備に設置する単独の蓄電池設備につ

いても増加していくことが予想されますので、

市としても状況を見ながら対応を検討していき

たいというふうに考えております。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 ぜひ、そのように取り組んでい

ただきたいというふうに思います。 

  ここまで、いろいろと太陽光発電に関して申

しあげさせていただきましたが、マスコミ初め

我々政治の舞台でもたびたび話題となる脱炭素、

脱原発問題を、市民一人一人が身近な問題と捉

え、子や孫に枯れることのない自然エネルギー

である太陽光発電が普及することを願いたいも

のです。一説によれば、国民１人当たり太陽光

発電1,000ワットを達成すれば、原発の発電量

に匹敵するという説もあるようです。こうした

観点から、我が寒河江市が新規事業として計上

した再生可能エネルギーの補助金が有効活用さ

れることを念じたいと思います。 

  次に、通告番号12番、公文書の保存について

お伺いいたします。 

  寒河江市文書取扱規程によれば、保存されて

いる公文書は、非常時に際していつでも持ち出

すことができるようにあらかじめ準備し、紛失、

火災、盗難などの予防を完全にしておかねばな

らないとなっており、保存期間は公文書の種類

によって永久、10年、５年、１年となっている

ようですが、現在公文書の保存年限ごとの量や

保管場所、保管年数、終了後の文書はどのよう

に廃棄されているのかお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘のとおり、公文書の保管

については、寒河江市の文書取扱規程に基づい

て保存年限を定めて管理をしているところでご

ざいます。保存年限については、先ほどありま

したが、永久、10年、５年、１年ということで

４つに区分をしております。平成29年度末での

公文書をつづる簿冊件数がありますが、これは

3,100件でございます。そのうち、永久保存の

簿冊の占める割合は約10％、10年のものは約

５％、５年のものは約74％、１年のものは約

11％というふうになってございます。 

  それから、公文書の保管場所でございますけ

れども、もちろん市役所の庁舎内にも保管をし

ておりますが、庁舎は限られているということ

がありますので、そのほかフローラ・ＳＡＧＡ

Ｅ、さらには浄化センターなどに保管場所を確

保して保管をしているところでございます。 

  それから、保管年数終了後の文書の廃棄につ

いてでございますが、毎年度公文書の適正な管

理と保管場所確保のため、文書を通知をいたし

まして、各課において適切に廃棄をしている状

況になってございます。廃棄する文書につきま

しては、保存文書廃棄簿を各課で策定をして、

決裁の後、リサイクル可能な文書を除いて直接

クリーンセンターのほうに持ち込んで廃棄をし

ているということになっております。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 やっぱり、私が想像したとおり、

大変な量だなというふうに思いながら答弁を伺

っておりました。保管、管理も大変な労力、時

間、経費を要するものというふうに解釈をさせ

ていただきました。 

  さて、こうした部分に大変な力を発揮するＩ

ＣＴの普及は大変なものであり、どんどんデジ

タル化を進めるべきと考えます。現在、議会改
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革活性化検討委員会においても、議会図書室に

ある関係文書なども順次スキャンして、将来的

にデジタル保存すべきではないかとの議論が始

まったところであります。行政のスリム化、効

率化、コスト削減など、さまざまな面を考慮し

て、できるだけ早い時期にデジタル保存体制を

進めるべきと考えますが、市長の見解をお伺い

します。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 その公文書のデジタル保存につ

いての御質問でありますけれども、寒河江市に

おきましては平成28年度から文書管理システム

というものを導入をして、文書番号を採番する

重要な文書については、文書管理システムにお

いて管理をし、デジタル保存を進めているとこ

ろでございます。全ての文書をデジタル保存し

ていくということが理想であるわけであります

けれども、市民の皆さんあるいは事業者などか

らの紙ベースでの申請文書、あるいはサイズが

大きくてデジタル保存することが難しい図面な

どについては、紙文書で保存をして文書管理シ

ステムと併用して運用をしているところでござ

います。 

  また、国の会計検査や県の検査などの対応が

必要となるものについては、やむを得ず紙文書

で保存しているものがあるわけでありますが、

可能な限り文書管理システムを活用していくよ

う、今取り組んでいるところであります。 

  しかしながら、過去の文書にさかのぼってデ

ジタル保存していくということになりますと、

なかなか多額の経費もかかるということで、今

後の検討課題というふうに考えているところで

ありますが、デジタル保存の特性である検索の

機能を活用した円滑な情報公開制度への対応、

さらには紙やトナーなどの資源削減などデジタ

ル保存の長所を生かしながら、引き続き適切な

文書管理に基づいて市民に開かれた市政運営と

いうものを進めてまいりたいというふうに考え

ているところでございます。 

○内藤 明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５７分  

 再 開 午後 １時００分  

○内藤 明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  柏倉議員。 

○柏倉信一議員 午前中の答弁で、平成28年から

文書管理システムを使用しているということを

頂戴しました。残念ながら、どのようなシステ

ムなのか、私よく承知しておりませんけれども、

いずれにしましても本格的に進めるに当たって

は、文書取扱規程の変更、国・県などとの関係、

要する費用の問題など、さまざまハードルがあ

ることは私も承知しておりますが、いずれ近い

将来本格的なデジタル化になるのは時間の問題

というふうに思います。 

  先ほどの答弁では、保存されている大半は３

種、保存期間が５年のものが大半のように伺い

ました。現在抱えている莫大な量の公文書をさ

かのぼってデジタル保存することは、予算的に

も大変厳しいことは承知しておりますが、今年

度分や来年度分の公文書をデジタル保存するこ

とは、そう難しいものではないというふうに考

えております。今後、なお一層本格的なデジタ

ル保存に進めるべきというふうに考えますが、

改めて市長の御所見をお伺いします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 午前中の御答弁の中でも申しあ

げましたが、公文書をデジタル保存することの

メリットというものは、柏倉議員も御指摘であ

りますが、十分そこは認識しているところであ

りますので、平成28年度から進めております文

書管理システムの適切な運用というものを進め

ていきたいというふうに考えておりますが、先

ほど申しましたが、現存する全ての公文書をデ

ジタル保存するということはなかなか難しいと
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いうふうにも考えております。そのためにも、

事務機器の増設も必要でありますし、職員にも

その分負担がかかるというようなところがあろ

うかというふうに思います。現在進めているデ

ジタル保存などを一層進めながら、また今後も

国や県、あるいは他の市の状況などを十分調査

をさせていただいて、できるだけデジタル保存

を進めるよう努力をしてまいりたいというふう

に考えております。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただきました。私の意

図するところは十分御理解をいただいておるな

というふうに解釈をさせていただいたところで

ございます。改めて申しあげるまでもないとい

うふうに思いますが、世はまさにＩＣＴの時代

ということで、こういう分野に関しては積極的

な取り組みが必要だというふうに思うわけでご

ざいます。 

  通告番号13番、寒河江マザーズ支援拠点整備

事業について伺います。 

  昨年度あたりから、我が寒河江市に視察に見

える自治体がかなりふえてきました。視察項目

も多岐にわたり、これはとりもなおさず本市の

施策が他の自治体から高い評価を得ている証拠

であり、また視察数がふえることで本市の交流

人口拡大にもつながるわけで、大変喜ばしい限

りであります。これまで市民サービスの向上に

努めてきた成果と言えます。 

  とりわけ、子育て支援の成果は確実に出てき

ているのではないでしょうか。社会動態が12年

ぶりにプラスになったのは、市民にとって大変

明るい話題です。中でも、20代、40代の生産年

齢が増加しているのは期待が持てます。高校生

までの医療費無料化、第３子以降の保育料の無

料化、給食費の完全無料化に向けた取り組み、

移住定住支援などの施策に対する評価であり、

今後は子育て環境日本一をアピールしてはと考

えているところです。 

  こうした現況に満足することなく、市立なか

保育所の新築移転が進んでいますが、小児科医

療施設を併設した保育所の誕生は、子育て世代

には待望の保育所となることは間違いありませ

ん。来春の開所が待たれるところです。 

  そこで、質問させていただきますが、このた

びの寒河江マザーズ支援拠点整備事業の大きな

特徴である病児保育について伺います。病児保

育には３つのタイプがあると思いますが、我が

寒河江市マザーズ支援拠点整備事業ではどのよ

うに実施していくのか、県内や東北地方でこう

した施設はどのくらいあるのか伺います。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 マザーズ支援拠点整備事業の病

児保育事業についての御質問でありますが、病

児保育事業には病児対応型、病後児対応型、そ

して体調不良児対応型ということで３つタイプ

があるわけであります。 

  病児対応型、すなわち病児保育というのは、

症状が安定しているが病気の回復期には至って

いないお子さんをお預かりする場合であります。

それから、病後児対応型、すなわち病後児保育

というのは、病気の回復期にあるお子さんをお

預かりするものでございます。それから、体調

不良児対応型というのは、保育中に体調不良に

なった場合に、保護者の方が迎えに来るまでの

間、その保育所で緊急的に対応をとるというも

のでございます。 

  この３つのタイプがあるわけでありますが、

寒河江マザーズ支援拠点整備事業におきまして

は、医療保育施設で病児保育を実施して、新な

か保育所で病後児保育及び体調不良児対応型を

実施するという予定になってございます。こう

した同じ施設や敷地内で病児保育、病後児保育、

体調不良児対応型を一体的に実施をしていると

いうのは、県内におきましては三川町と庄内町

の２カ所だけでございます。東北地方はどのく

らいあるかというようなお尋ねでありましたが、
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これは実際把握しておりませんが、まれである

というふうにも思います。 

  これまでも、寒河江市内では、さがえさくら

んぼ子供園あいはーとに委託をして病後児保育

を実施しているところでございますが、今回寒

河江マザーズ支援拠点におきましては病児保育、

病後児保育、体調不良児対応型を一体的に実施

をするということで、さらに保育の幅が広がっ

て、一層子育て支援につながっていくものと期

待しているところでございます。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただきました。県内で

は、三川町と庄内町でこのような取り組みをや

っておられるというふうな答弁をいただきまし

た。 

  取り組みとしてはやっておられても、やり方

自体はちょっと我が寒河江市とは少し違うパタ

ーンなのかなというふうに私なりに解釈してい

るんですが、２つの町のやり方は民間が主導と

なった一体型の施設だというふうにお聞きをし

ております。いずれ機会がございましたら、私

も視察か何かで三川町あるいは庄内町さんにも

お邪魔をさせていただいて、勉強させていただ

く時間をつくりたいなというふうに思いながら

答弁を拝聴しておりました。 

  次に、議会に示された資料によれば、このた

びの施設は外見からもかなり個性の強い施設の

ようですが、建物の特徴とアピールポイントは

どのようなものなのかお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 このたび新築を予定しておりま

すなか保育所につきましては、地域産材をふん

だんに用いた木造２階建てでございます。そし

て、八角形の形をした保育室等と遊戯室等から

成る特徴的な建物になっているわけであります。

この八角形のメリットといたしましては、土地

が不整形な敷地でありますので、この敷地を最

大限に有効利用できる。それから太陽の動きに

合わせて効率的に日差しを取り込むことができ

る。明るく快適な空間をつくり出すことができ

る。それから動線が集中的になることなどがあ

るわけでありますけれども、何よりシンボル性

を持つことで、長く市民に愛される建物になる

のではないかと期待しているところでございま

す。 

  また、木材を使用するということで、環境に

優しくぬくもりのある建物となり、内部につい

ては樹木状加工ということでありますが、森の

中にいるような木の香りのあふれる空間という

ふうになります。この樹木状加工というのは、

柱やはり、筋交いなど木の軸が樹木の枝のよう

に分かれた構造ということで、こういうふうな

構造になるということでございますので、御理

解をいただきたいというふうに思います。 

  子供たちにとって、八角形の遊戯室のぐるぐ

る回路を走り回ったり、その樹木状加工に触れ

ることで変化のある空間を楽しみながら、活発

で創造的な遊び、あるいは豊かな想像力を育め

る内容になるのではないかというふうに思いま

す。 

  また、庭のほうには築山や遊具なども設置を

させていただくのはもちろんでありますけれど

も、芋の畑などを設けて、育てて食べる喜びを

体験させたり、ゼロ歳から１歳児専用の庭を設

けたりということで、年齢ごとに楽しめる環境

を整備していく予定にしております。 

  それから、駐車場については、地下水を利用

した無散水融雪設備を導入することによって、

利便性を高めるとともに、二酸化炭素排出を削

減し、環境に配慮した駐車場にしていくという

ことにしております。 

  こうして来年のオープンを目指しているわけ

でありますので、来年は年号も変わるというこ

とでありますから、新しい時代にふさわしい特

徴的な施設になろうかというふうに考えている

ところでございます。 
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○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただきました。私は、

初めてあの図面を拝見したときに、八角形とい

う建物だったものですから、これは八幡様の下

に建てるから八角形なのかななんて、かなり浅

はかな見方をしたことを、今市長の答弁を聞い

ておりまして恥じなくてはいけないなというふ

うに思いながら伺っておりました。自然に配慮

した環境に優しい、そしてまた土地の地形とい

うものを最大限活用した中で、あのような設計

をされておるということを改めて認識をさせて

いただきました。 

  次に、ソフト面の整備についてお尋ねします。 

  病児保育といっても、病児の受け入れられる

症状には制約が出てくると思います。また、職

員の配置基準なども定められているようですが、

スタッフ構成なども含め、ソフト面の整備をど

のように取り組まれるのかお伺いいたします。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今御指摘のとおり、その病児保

育を受けられる症状については、ある程度の制

約が余儀なくされるのではないかというふうに

考えております。もちろん、このことについて

は、引き受けてくださる医師の先生と相談とい

うことになりますが、通常ははしか、それから

水ぼうそうなどの感染性の強い病気については

なかなか難しい、お断りせざるを得ないという

ような状況があるわけでありますが、おたふく

風邪、それから風疹、インフルエンザなどにつ

いては、一定の条件のもとに受け入れるという

ことになろうかというふうに考えております。 

  病後児保育につきましても、病児保育と同様

な考え方で、なおかつ回復期にある場合に受け

入れると、こういうふうになっております。 

  職員の配置基準については、病児保育と病後

児保育は同じ基準になっておりまして、それぞ

れ看護師などを利用児童おおむね10名につき１

名、保育士を利用児童おおむね３名につき１名

というふうに配置をすることになろうかという

ふうに思います。体調不良児対応型については、

看護師などを１名以上配置をし、預かる児童の

人数は看護師等１名につき２名程度になるとい

うふうに考えております。職員体制については、

基準に従って配置をしていくという予定になっ

ております。今のところ、病児保育、病後児保

育とも定員は３名を予定しているところでござ

います。 

  今後、利用方法、条件などを整理をいたしま

して、市報やホームページなどを利用して広く

周知を図りながら、その利用につなげてまいり

たいと考えております。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 いろいろと答弁を頂戴しました。

来春の開所に向けて、担当課はもとより市とし

て前例のない取り組みとなるわけで、何かと予

期せぬアクシデントなども多々出るのではない

かというふうに思われますけれども、特に地域

住民、関係団体との連携を密にしていただいて、

意見集約を図りながら、より完成度の高い施策

となるよう対処していただきたいと思います。 

  先週、土曜日の山新に、２年連続産まれた赤

ちゃんの数が100万人割れ、出生率前年対比

0.01ポイント減の1.43で、２年連続低下の報道

がなされました。一方、岡山県奈義町では、驚

異の出生率2.81を達成、切れ目ない支援、安心

感の報道もありました。平成26年の数字のよう

でしたが、機会をつくり、ぜひ視察などできれ

ばと考えておりますが、本市の取り組みが功を

奏し、こうした数字となることを期待をしたい

と思います。 

  さて、なか保育所の来春開所まで１年を切っ

たわけですが、現在のなか保育所の跡地利用の

進捗状況について伺います。 

○内藤 明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 なか保育所が移転した後の土

地・建物につきましては、重症心身障がい者の
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生活介護事業、重症心身障がい児の児童発達支

援事業及び放課後等デイサービス事業用施設と

して、ＮＰＯ法人に貸与する方針にしていると

ころでございます。この施設は定員30名で、西

村山地域では初めてのものとなる予定になって

ございます。 

  去年の11月に議員懇談会で御説明を申しあげ

ましたが、その後ことし４月までになか保育所

に隣接する町会であります山岸、山岸南及び中

央１町会の皆さんを対象に説明会を開催させて

いただき、その後町会の総会などでも説明を行

って、地域の皆さんからは理解は得られている

のではないかというふうに考えているところで

ありますが、今後も丁寧な御説明をさせていた

だきたいというふうに思っているところであり

ます。 

  また、ことし３月末には第５期の障がい福祉

計画及び第１期障がい児福祉計画というものを

策定をいたしました。計画の中では、重症心身

障がい児を支援する児童発達支援事業所及び重

症心身障がい児を支援する放課後等デイサービ

ス事業所施設の確保の義務化が国の指針として

示されたことを受けて、成果目標としていると

ころでございます。このことは、寒河江市のみ

ならず西村山地域の他の４町におきましても、

西村山自立支援協議会での合意を受けて各町の

計画の成果目標ともなっているところでござい

ます。 

  現在は、ＮＰＯ法人が施設整備事業に関する

国・県の補助金申請の準備中でございます。申

請を８月に予定をしているところでございます。

今後とも、平成32年の４月の開所に向けまして、

国及び４町とも協議をしながら支援を継続して

まいりたいと考えているところでございます。 

○内藤 明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 詳細な説明をいただきました。

まずは順調に進めていただいているのかなとい

うふうに思います。 

  先般、寒河江市手をつなぐ育成会総会に出席

をさせていただきました。市長も祝辞を述べて

おられましたが、総会資料によれば、これまで

の３つの施設に対する助成金を新年度は半分に

し、残り半分は会の事業である知的障がい児、

障がい者の教育施設及び福祉施設の設置という

趣旨のもと、先ほど説明のあった厚生施設の費

用の一部として蓄えたいとの説明がございまし

た。一日も早い施設の完成を待ち望んでおられ

るこうした団体があることを十分視野に置いて

いただき、跡地利用に取り組んでいただくよう

提言申しあげ、私の一般質問を終わります。あ

りがとうございました。 

 

   散    会    午後１時２３分 

 

○内藤 明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 


